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第一章 緒 言

結 核 補 膿 結 合反 慮 ハ由 來 幾 多 ノ學 者 ニ ヨ リテ研

究 論 議 サ レ居 ル モ、 今 爾 蹄 結 スル所 二到 ラザ ル

ガ如 ク、 結 核 ノ研 究 二志 ス者 ノ必 ズー 度 ハ手 テ

染 ムル 問題 タル ノ観 ア リ。 而 シテ是 レバ ー 二懸

ツ テ優 秀 ナ ル 「ア ン チゲ ン」テ得 ル ニ在 リテ、 コ

ノ目的 ノ爲 二 或 ハ結 核 菌 一 種 々 ナ ル操 作 テ施

シ、 或 ハ結 核 菌 培 養 時 二生 ズ ル菌 産 生 膿 外 毒 素

ヲ探 リ、 或 ハ種 々 ナ ル方 法 テ以 テ菌 禮 ヨ リ浸 出

シ タル モ ノ テ使 用 スル等 種 々 ナ ル試 ミガ企 テ ラ

レ其 ノ撒 實 二枚 墾 二逞 ア ラズ。 就 中 最 モ多 ク ノ

學 者 ヨ リ 研 究 セ ラ レタ ル モ ノニBesredka(1),

Petroff②,Neuberg-Klopstock(3),Wasserma-

nn(4)及 ピWitebsky,Klingensteinu.Kuhn(5】

等 ノ「ア ンチ ゲ ン」ニ シテ余(6)モ襲 二Witebsky

氏等 ノ 「ア ンチ ゲ ン」ノ 優 秀 ナ ル コ トテ實 験 セ

リ。

本 邦 二於 テ モ諸 多 ノ研 究 者 二依 リ各 種 ノ 「ア ン

チ ゲ ン」創 案 自製 セ ラ レタ ル モ、遺 憾 乍 ラー 般 ノ

認 ムル所 トナ ラズ シテ依 然 上記 ノ ソ レニ歴 倒 セ

ラル ・傾 向 一 ア リ シモ弦 二鴻 上慶 治 郎 博士 拉 ピ

ニ其 ノ共 同研 究者 σ1等ニ ヨ リ優 秀 ナルー 新 「ア

ン チゲ ン」ノ創 製 登 表 テ見、鴻 上博 士 ヨ リ勝 沼教

授 ニ モ其 批 判 ヲ求 メ ラル。 余 年 來 勝 沼 教 授 御指

導 ノ下 二此 方面 ノ研 究 二没 頭 セル 關係 上、 早速

其 ノ偉 大 ナル 業 績 二就 イ テ愼 重 ナ ル態 度 テ以 テ

追 試 セ ン コ トヲ命 ゼ ラ レ、 既 二相 當 ノ例 数 二達

シタル テ以 テ今弦 二其 ノ實 験 成 績 テ報 告 セ ン ト

スo

第二章 實験方法

實瞼方法二就 イテハ鴻上氏等 ノ原著 二詳述サレ

居ルモ多少攣更セル所 アルヲ以 テ簡軍 二余 ノ探

レル實験方法ラ述べ ン。

1)豫 備試験

イ)溶 血 系

溶 血 系 ハ 山 羊系 テ用 ヒ、 「ヘ モ リヂ ン」ハ最 小溶

血 量 ノ3倍 量 ラ使 用 ス、 即 チ余 ノ「ヘ モ リヂ ン」

ハ2400倍 稀 繹 迄 溶 血 反 癒 テ 呈 セル テ 以 テ800
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倍 稀繹 ノモ ノラ使 用 セ リ。 勿 論 「ヘ モ リヂ ン」ハ

貯藏 ニ ヨ リ其 ノ溶 血 償漸 次 減 弱 ス ル テ以 テ時 々

溶 血償 ヲ測 定 シテ 稀 繹 倍 激 テ 訂 正 ス ル必 要 ア

リ。

尚 洗縢 山 羊血 球 浮游 液 ハ5%ト ナ シタ リ。

ロ)補 禮

成 熟 セル雄 性 健康 海as.4-一一一一・5頭 ヨ リ 實 験 ノ早 朝

心臓 穿 刺 二依 リテ各 々1-2琵 宛 ラ探 血 シ、分 離

セル血 清 二就 イテ實 験 ノ都 度補 罷i償 テ測 定 シ、

以 テ適 當 二稀 稗 セル モ ノテ用 フ。通 常13-一一18倍

稀 繹程 度 ノモ ノテ用 ヒ、 ソ レ ヨ リ強 キ又 ハ弱 キ

補 盟 償 テ有 スル モ ノテ避 ケ タ リ。

ハ)「 ア ンチ ゲ ン」

鴻上博 士 ノ御 好 意 二依 リテ分 譲 セ ラ レタル氏 等

ノ所謂Squalo-Tuberculinテ 用 ヒ、其 ノ使 用 量

二就 イ テハ氏 等 ノ實 験 方法 二基 キ テ 「ア ン チゲ

ン」 ノ自家 溶 血 抑 制 量 テ測 定 シ本 實 験 二於 テハ

自家 抑 制 テ示 サ"ル 最 大 量 ノ牛 量 、即 チ其 ノ倍

数 稀 繹 液 テ使 用 セ リ。

二)被 検 血 清

患 者 血 清 ハ 凡 ベ テ非 働 性 トナ シ、 探 血 後3日 間

以 内 二實 験 セ リ。

2)本 試 験

豫 備試 験 二於 テ夫 々其 ノ使 用 量 テ測 定 シタル各

々 テ以 テ下 記 ノ如 ク本 試 験 テ施 行 セ リ。 而 シテ

原 著 者 ト異 ナ ル所 ハ補 膿 テ ー様 二15倍 稀 繹 ト

セ ズ シテ實 験 ノ都 度 其 ノ補 禮 償 テ測 定 シ其 レニ

準 嫁 シテ稀 稗 倍 撒 テ決 定 セル ト、 山羊 血 球 使 用

量 テ増 加 セ ル コ ト、 即 チ山 羊 血 球 俘 游 液 テ5%

(原著 者 等 ハ4%使 用)ト ナ シ、 術 且之 テ以 テ製

セル感 作 血 球 使 用 量 テ各 管0.3宛(原 著 者 等 ハ

0.2宛)ト ナ セル ノ21ニ シテ、前 者 ハ反neテ ー一一

層 精 密 ニ ナ サ ン ト ノ目的 ニ ヨ リ後 者 ハ溶 血 反 慮

テ見 易 カ ラ シメ ン トテ ノ試 ミナ リ.

試験管
番 號 非働性被槍血清

適 當 稀稗
「ア ソ チ

ゲ ソ」

適當稀 生理的
繹補胆 食盤水

1 原0.1cc 0.3c.α 0.15αqO.65cα

π 5倍0。1cα 0.3cq 0.15α α0.65cα

皿i15倍0・1qα 0.3αQ 0.15cqO.65cc

IV 原0.1α α 0.15αqO.95aα

V 0.3ac.0.15aα0.75c.c,

VI 0.15c.α105c.α

内
容
混
和
罪
C
30
分
間

感 作
血球液

0.3αq

0.30α

0.3qα

0.3αc.

0.3cq

0.3αc

内

容
混
和
罪

C
15
分
間

結 果

(一)

(一)

(一)

上記 中試 験 管IV、V、VI・ ・封 照管 ニ シテ、其 中IV

ハ血 清 封 照 ナル テ以 テ各 血 清 毎 二各 々併 置 ス ル

テ要 ス、 即 チ血 清 ノ自家 溶 血 阻 止 二備 フル モ ノ

ー シテ余 ノ経 験 ニ ヨル モ其 ノ程 度 二強 弱 ノ差 ハ

ア レ ドモ既 二数 例 ノ血 家 溶 血 阻 止 テ認 メ實 験 不

明 二了 リタル ア リ。次 二Vハ 「ア ンチ ゲ ン」封 照 、

VIハ 溶 血 系 封 照 ニ シ共 ニー試 験 毎 二各 一管 宛 テ

備 へ 何 レモ完全 溶 血 ナ ル ラ要 ス。

以 上 ノ如 ク シテ其 ノ實 験 成績 ノ判 定 二當 リテ ハ

下記 ノ如 ク記載 セ リ。

(柵)… ・試 験 管1、H、皿共 二溶 血 阻 止 テ呈 セ ル モ

ノ

(十)・… 試 験 管Lll二 溶 血 阻 止 ア リテ、 皿ハ完

溶 セル モ ノ

(+)・ ・一試 験 管1ノ ミニ判 然 タル溶 血 阻 止 ア リ

テ、 ∬、皿ハ共 二完 溶 ナル モ ノ

(±)… ・試 験 管1ノ ミニ痕跡 程 度 ノ溶 皿 阻 止 テ

認 メ、ll、mハ 勿 論 完 溶 ナ ル モ ノ

(一)・… 試 験 管1、ll、皿テ通 ジテ全 部 完 溶 ナ ル モ

ノ

3)滲 出液 二就4テ ノ實 験 方 法

滲 出 液 バー般 二血 清 二比 シテ其 ノ抗 艦 含 有 量 砂

キ テ以 テ之 テ被 検 物 トシテ ノ補 禮 結 合 反 磨 二於

テ ハ血 清 ノ3--5倍 量 テ使 用 セザ ル 可 カラ ズ。

試 ミニ余 ハ試 験 管1ニ ハ滲 出液 ノ原 液0.5テ 、

試 験 管 皿一ハ 同0.3テ 、 試 験 管 皿ニ ハ 同0.1テ

用 ヒテ實 瞼 シ其 ノ成績 判 定 二當 リテハ血 清 ノ場

合 ト同様 ニ セ リ。
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4)吸 著 試 験

吸 著 試 験 ニハ2法 ア リ。 一 ハ結 核 菌 ノ乾 燥 粉 末

テ吸 著 元 トシテ 結 核 抗 膿 テ 除 去 ス ル方 法 一 シ

テ、 他 ハ牛 心酒 精 「エ キス」ノ濃 縮 飴 状物 トナ セ

ル モ ノテ吸 著 元 トシテ徽 毒抗 膿 テ除 去 ス ル方 法

ナ リ.コ ノ中余 ハ後 者 テ探 リテ下 記 ノ如 ク シテ

實 験 ヲ試 ミタ リ.即 チ牛 心酒 精 「エ キ ス」テ重 湯

煎 上 二於 テ蒸 登 セ シメ、 飴 歌 トナ レル濃縮 物 テ

得 、 コ ノー 定 量 ラ可 検 血清 二加 ヘ テ ヨ ク擁 搾 混

和 シ是 レ テ37。Cノ 重 湯 煎 上 二1】/:)時 間 置 キ タ

ル後 更 ニー 豊 夜 氷 室 中 二貯 へ 、以 テ吸牧 作 用 テ

充分ナラシメタル後遠心機 二装 ヒ、沈渣 ト表面

俘游物 トノ中間ナル血清 ラ細心 ノ注意 テ彿ビッ

ツ「ピペ,ト」ラ以 テ分離 シ之 レデ實験二供セリ。

而 シテ吸著前 二鴻上氏等反慮陽性 ナリシ血清ガ

吸著後陰性 トナラバ之ハ徽毒抗盟 二起因スル所

謂類属的交錯反慮ニシテ吸著後尚陽性ナラバ結

核抗膿二起因スル反慮ナリト見倣 スコトテ得ベ

シ。爾結核 ト徽毒 ト合併 セル血清ニアリテハ吸

著後 ノ成績ハ徽毒抗膿 二起因スル分ダケ減弱サ

ル ・モ尚陽性二止 マルベキナ リ。

第三章 實験成績

第 一節 鴻 上氏 等結 核補 燈 結合

反癒 ノ成 績分 析

鴻上氏等結核補艦結合反慮 ノ慣値 テ論ズルニ方

リテ、偏狭 ナラザル極メテ公卒ナル立揚 ヨリ本

反慮テ覗 フ目的 ノ爲二余ハ先 ヅ疾病 テ顧慮 セズ

内科 二於テ取扱 フ各種雑多 ノ患者血清645例 二

就 イテ本反慮ラ検 シ、其 ノ成績 テ分析的二探究

セルニ次 ノ如キ結果 テ得タリ.即 チ645例 中、

強」陽性(帯)ハ118例 、中等度陽性(十)ハ89例 、

弱陽性(十)ハ89例 、疑問反磨(±)ハ95例 、陰

性(一)ハ254例 ナリ。而 シテコ ノ成績 ガ如何ナ

ル疾患二於 テ如何檬 二現ハ レ居ルヤラ見ル爲メ

ニ疾患テ便宜上結核性疾患、徽毒性疾患、拉 ピ

ニ非結核非徽毒性疾患 二大別 シ、以 テ各成績 テ

分類 セルニ

張訓1欝 　際雛

轡{1欝 鞍;.羅
61例(68.5%)・ ・結 核 性疾 患

弱 羅
例皓(+)13例(・4・6%)・ ・徽離 鵬

・5例(・6・9%)・・犠 難 鵬

疑翻:ili:i;ili'難箋

陰剥li欝 雛

以上ノ如 ク陽性反磨例中、強陽性 ノ全部、中等

度陽性二於 テハ僅 カニ1.1%テ 除 ク絶封多撒、

弱陽性及 ピ疑問反鷹 二於 テモ其 ノ大多数ハ結核

性疾患拉 ビニ徽毒性疾患 テ以 テ占メ、之二反 シ

テ陰性例 ノ大多数ハ結核及徽毒性 ナラサル疾患

テ以 テ占ムルテ見ル。

本節 二於 テハ以上純客観的立場 ヨリ見タル本反

磨實施成績 ノ事實ラ唯記載 スルニ止メ其 ノ考按

二就 イテハ第三節以下二於 テ順次述 プル所 アラ

ン ト ス 。

第 二節 赤血 球沈 降速 度 トノ關

係 二就 イ テ

前節 ノ後 テ縫 イデ尚更二病名テ度外覗 シテ、本

節 二於 テハ梢 ㌃異 ナリタル角度 ヨリ再 ピ鴻上氏

等結核補艘結合反慮 ノ成績 テ観察 セントス。即

チ現今結核 ノ診療指針 ノー トシテ重要覗サレ又

論駁検討 セラレツ ・アル赤血球沈降速度 ト本反

慮 トノ關係 テ窺ハ ント欲 シ前記645例 中疾病テ

顧慮 スルコトナク、同時 二赤血球沈降速度 テ測
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定セル486例 二就 イテ本反慮 テ分析探究セルニ

次表所掲 ノ如 シ。

熱欝
1時

間後
1-10

粍

1時

間後

1時

間後
11一 穀121一穀

1時

間後5
1粍以

上

計

柵 12 18 25 52 107

十十 18 12 14 18 62

十 17 7 14 13 51

± 22 15 19 17 73

一 85 40 32 36 193

計 154 92 104 136 486

以上ノ成績 テ按ズルニー見殆 ン ド聯關テ見ザル

モ ノ・如 クナレドモ精細 二之 テ探究 スレバ張陽

性例ハ赤血球沈降速度値上昇 スルニ從 ヒテ増加

シ、筒ヱ氏反慮強陽性ナル徽毒血清パー般 二鴻

上氏等反慮モ亦強陽性 テ呈 スルモー方徽毒血清

ハ或ル病期 二於テ赤血球沈降速度梢 ヒ高値 ナル

以外一般 ニハ正常値 二近 キコ ト、及 ビ結核血清

二於テハ結核病機 ガ良性 二轄向 シ或ハ治癒 二趣

ク場合ニハ結核補膿結合反慮 ヨリモ早期 二赤血

球沈降速度遅延反鷹ヲ呈スルコ トハ既二Witeb-

sky,Klingenstein及 ピKuhn氏 等法 一=依リ

テ余 ノ認メタル塵 ニシテ、以上ニ ツノ事實 ヨリ

シテ赤血球沈降速度値正常或 ハ正常二近キ例二

於テモ鴻上氏等反慮強陽性成績 テ・墾ゲタルモノ

ノ存在スルハ決 シテ矛盾 セル結果ナリト云 フテ

得ズ。又陰性例 二就 イテ之テ見 レバ赤血球沈降

速度正常値ナルモ ノニ於 テ最多数 テ占メ、赤血

球沈降速度値高位 ナルモ ノニ於 テモ爾相當 ノ陰

性例テ見ルハ非結核性疾患例ヘバ肺壌疽、膿胸

等二際 シテモ赤血球沈降速度著 シク促進 スルコ

ト及 ピ結核補禮結合反慮尚陽性轄化子到 ラザル

肋膜炎、腹膜炎等二於 テ赤血球沈降速度ハ克 ク

1時 間値50粍 以上 二達 スルハ李常吾人 ノ経験

スル所ニシテ早期浸潤 二於 テモ亦然 リ。以上 ノ

事實 ヨリ推 セバ赤血球沈降速度値高位 ナル例 二

於テ鴻上氏等反慮陰性 二了ル例 テ見ルモ亦不可

思義ナル結果 ト云 フテ得ザルヤ明ラカナ リ。

第三節 結 核性 疾 患 二就 イ テ ノ成績

級テ観察角度テー轄 シテ疾患別二就 イテ鴻上氏

等反慮 テ批判 スル目的テ以テ木節二於テハ先 ヅ

結核性疾患 二就 イテノ成績 ラ述 ベントス。

便宜上之 テ開放性肺結核症、結核性肋膜 炎拉 ビ

ニ腹膜炎、及 ピ爾他初期結核症 ノ3二 大別 シ、

爾他初期結核症 トハ結核性肋膜炎、腹膜炎テ除

外セル初期結核性疾患,即 チ眼科領域結核1嫉

患、骨結核症、淋巴腺結核症拉 ピー早期浸潤等

テ包含 セルー群 テ假二命名 セルナリ。

其 ノ實験成績下記 ノ如 シ。

轡 噸iiiil榊
1(柵)… ・8

(一)・ …22

繍 灘讐iiil騰)
即チ糖計369例 ノ結核性疾患二就 イテノ成績 ハ

陽性率 トシテ見ル トキハ開放性肺結核症 二於テー

ハ89.0%、 結核性肋膜炎拉 ピニ腹膜 炎二於テハ

62・1%、 爾他初期結核症 二於テハ68.8%ト 初

期結核症例 二於 テモ克 ク可成 リ顯著 ナル成果テ

牧 ムベキ如 ク見ユルモ之 テ陽性強度 ヨリ見ル ト

キハ開放性肺結核症 ノ陽性例 ノ絶封多数 ハ強度

陽性 テ呈 スルニ反 シ初期結核性疾患 ノ陽性例

中ニハ弱陽性乃至疑問反磨程度 ノモ ノ多数 テ占

へ 然 リト錐 モ初期結核性疾患例二於テモ克 ク

強陽性反慮 テ呈 スルモノアルハ大 イニ見ル可 キ

所 ナリト思惟 ス。

更 二開放性肺結核症例 テ病型別 二分 チテ見ル

鏡讐欝/‡ 　:.榊 霧)

一

成 績

病 型
柵 十十 十 ±1-

1
滲 出型(46例) 36 5 -

-
4

-

0

-L」 ≧
混合型133例) 至

三
1

』
7『
0

2
-

6
一

至
3

-

2k3

培殖型(24例)

硬化型 ぐ6例)
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帥 チ滲 出 型 ノモ ノハ100%陽 性 反 慮 テ呈 シ而 カ

モ其 ノ大 多 数 ハ強 陽 性 ニ シテ、 混 合 型 ノモ ノハ

陽 性 傘81.8%iシ テ 其 ノ過 牛 数 ハ張 陽 性 反 慮i

テ呈 ス ル ー反 シ、増 殖 型 二於 テ ハ陽 性 傘87.5%

ナ レ ドモ其 ノ中 強 陽 性 反 磨 ハ微 々 タル モ ノニ シ

テ 、硬 化型 二至 リテ ハ6例 中3例 二於 テ陽 性 成

績 テ基 ゲ僅 カ ー1例 ノ強 陽 性 反 癒 テ見 タル ニ過

ギ ズ。 斯 ノ結,果 ハ鴻 上 氏 等 反 磨 二就 イテ ハ原 案

者 等 ノ既 二共 二認 ム ル庭 ニ シテ余 モ亦Witebs-

ky,Klingenstein及 ビKuhn氏 等 法 二依 リテ

襲 二認 メ タル所 見 トー一致 ス ル モ ノナ リ。

第 四 節 非 結 核 性 呼 吸 器 疾 患 二

就 イ テ ノ成 績

次 二非 結 核 性 ナル 呼 吸器 疾 患 二封 シテ鴻 上 氏等

反 慮 ガ如 何 ナ ル態 度 ラ取 ル ヤ 子關 明 セ ンタ メ ー

下 記 ノ19例 二就 イテ本 反 慮 テ施 行 セ リ。

百日咳

氣管枝喘息

急性氣管枝炎

慢性氣管枝炎

肺氣腫

肺壌疽

膿 胸

1例 陰 性(一)

3例 中1例 ハ(+・ 其 他(一)

7例 中2例 ハ(±)其 他(一)

2例 共 二陰 性(一)

1例 陰 性(一)

4例 全 例 共 二陰 性1-)

1例 陰 性(一)

即チ氣管枝喘息3例 中 ノ1例 二於テ弱陽性(+)

反慮 テ呈 シ、急性氣管枝炎7例 中 ノ2例 二於テ

疑問(±)反 慮 テ呈 セルテ見タルモ是等疾患ハ共

二結核素因 ト何等 カノ關聯 テ有 スルモノトモ考

へ得ベク、又然 ラズ トスルモ現代 ノ都市生活テ

ナス成人 二於テハ斯ル程度 ノ反慮 テ見ルモノア

ルハ異 トスルニ足 ラザルヤ明 ラカーシテ後節 二

於 テモ此 ノ事實 ラ見ルモノナ リ。而 シテ爾他 ノ

例 二於テハ悉 ク陰性成績 ヲ示 シ、殊 二肺壌疽 ノ

4例 ハ共 二著明 ナル肺臓病竈 テ護明セルニ係ハ

ラズ全部陰性成績 テ基 ゲタル事賀 ハ本反磨 ガ肺

臓組織 ノ崩壊 二基 ヅク非特異性反慮二非 ラザル

コ トテ立謹 スルモ ノニシテ特筆 スベキ所見ナ リ

ト思惟ス。

第 五節 非結 核性 非徽 毒 性 疾 患

一 二就 イ テノ成 績

更 二本節 二於テハ結核 テ否定 シ且ユ氏反慮陰性

ナル内科的各種疾患々者血清 ノ192例 二就 イテ

鴻上氏等反慮 テ施行 セル成績 テ述ベ ントス。

即チ19:例 中

(惜)・…0例

1章1::::、 潮38例(陽1生 卒 ・9・8%)
(±)・…22例

(一)・…154{列

ノ如 ク19.8%二 於 テ 陽 性 反 慮 テ呈 シタ リ ト難

モ陽 性 度 二就 イテハ 張 陽 性(帯)ハ0例 、 中等度

陽 性 ハ僅 カ ニ1例 二 過 ギ ズ、 残 リ ノ37例 二於

テ弱 陽性(十)乃 至疑 問 陽 反 慮(±)テ 呈 シタ ルモ

ノニ シテ、 斯 ル程 度 ノ反 磨 テ見 ル コ トアル ハ臨

躰 上 結 核 容 疑 ノ鹸 地 ナ キ モ ノニ於 テ モ現代 ノ成

人 二於 テ ハ必 ラズ シモ異 トス ル ニ足 ラザ ル コ ト

ハ現 代 讐 學 ノ認 ムル所 ニ シテ之 テ以 テ非特 異性

反 慮 ノ出 現 ナ リ ト噺 定 スル ハ早 計 二過 グル モ ノ

トコニ{フベ シ。

第 六節 滲 出液 二就 イ テ ノ成績

以上血清二就 イテ ノ検索 ノ他更 二結核性肋膜炎

拉 ビニ腹膜炎 二於 ケル滲 出液27例 二就 イテ鴻

上氏等結核補膿結合反鷹 テ試 ミタリ。而 シテ滲

出液 二在 リテハ其 ノ抗禮含有量血清二於 ケルソ

レヨリモ砂 キテ以テ第一試験管ニハ0.5テ 第二

試験管ニハ0.3テ 、第三試験管 ニハ0.1テ 使用

シ實験成績判定二當 リテハ第一試験管 ノこ溶血

阻止 ノ場合 テ弱陽性反慮(十)、 第二試験管迄溶

血阻止 ノ場合テ中等度陽性反慮(十卜)、第三試験

管迄溶血阻ILノ 場合テ張陽性反慮(惜)ト 見倣セ

ルコト實験方法 ノ章 二於テ述ベタル所 ノ如 シ。

而 シテ其 ノ,成績下記 ノ如 シ。

蹴'.lll}・ ・例陽 性卒4・・7%)
(一)一一・・16修5通

即チ血清二比 スレバ滲出液二於 ケル抗禮含有量

ハ著 シク微弱 ナルモ約40.7%二 於 テ陽性成績

ヲ墾ゲ得 タリ。

第七 節 徽 毒血 清 二就 イ テノ成績

最後 二原案者 タル鴻上氏等 モ徽毒血清ハ本反慮
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二依 リテ100%陽 性 成績 テ呈 ス ト述 べ、 コ ノ事

實 ハ 非特 異 性 反 癒 二非 ズ シテ寧 ロ特 異 性 類 屡 反

慮 トモ云 フベ ク、 即 チ結 核 ト徽 毒 トノ血清 學 上

其 ノ「ア ン チゲ ン」タル ベ キ モ ノ ・間 二特 異 的 一

共通 ス ル所 アル ニ因 ル モ ノナ リ ト説 明 シ、 結核

二封 シテ優 秀 ナル 「ア ン チゲ ン」ハ必 ラズ徽 毒 二

封 シテ モ100%類 属 的 交 錯 陽性 反慮 テ呈 スベ キ

モ ノナ リ ト断 言 セ ラル ・所 ノ徽 毒血 清 二就 イテ

ノ實 験 成 績 二就 イテ記 述 セ ン トス。 勿 論 此塵 二

云 フ徽 毒血 清 ト ハ ワッセル マ ン氏 徽 毒補 膣 結 合

反慮 二依 リテ明 瞭 ナ ル強 陽 性 反 慮 テ呈 シタル モ

ノナ リ。

即 チ絡 例84例 二就 イテ ノ成 績 下 記 ノ如 シ。

窪iO.熱 例 くwa,11ki$S96.4%)
(一)・一一・3例

帥 チ原 案 者 等 ノ成 績100%ニ ハ及 バ ズ シテ、L7

氏 反慮 彊 陽 性 ナ ル血 清 中 ニ モ本 反 慮 陰 性 テ呈 ス

ル モ ノ ア リ、又 疑 問 反磨 及 ビ弱 陽性 程 度 ノ反 慮

テ認 メ タル モ ノモ ア リ ト難 モー般 二著 明 ナル 陽

性反 慮 テ呈 シ、陽 性 傘 二於 テ モ他 一見 ザ ル 高卒

即 チ開放 性 肺 結 核 症 二就 イ テ ノ成 績 テ モ凌 駕 ス

ル96.4%ナ ル陽 性卒 テ牧 メ タ リ。

第 八節 吸 著 試験

上記 ノ如 ク結核血清 ノけ ラズ徽量血清二封 シ

テモ著明ナル陽性反慮テ呈スル以上當然 ノ問題

トシテ此塵 二吸著試験ガ登場セザルベカラズ。

即チ何 レカー方 ノ抗膿テ吸牧除去 シテ更二反磨i

テ繰返 シ以 テ何 レノ抗膿 二依ル反磨ナルヤテ決

定 スル ノ必要 ラ生 ズ。然 リト難 モ實際臨休二當

リテハコノ必要 二迫 ラル ・コトハ甚 ダ稀 ニシ

テ、帥 チ既 二臨"木上明 ラカナル結核性疾患 ト認

メラレ殊二結核菌 テ謹明 シ得 タル開放性結核症

二於テハ結核症 テ否定 シ能ハザルハ勿論、徽毒

二際 シテモユ氏反癒陽性ナレバ現代署學 ノ常識

的ニハ徽毒 ト診定 スルガ妥當ナルベク、又 コノ

雨者テ共 二謹明セル場合ニハ雨者共 二存 スト診

定 シ得ベ シ。唯此塵 二問題 トナルハ肺臓徽毒 テ

疑 ハシムル場合 ニシテ即チ胸部ヱ線像ニハ或ル

程度 ノ病攣 テ認 メーカ'血清ニユ氏反慮陽性ナル

テ認 ムレドモ結核菌テ謹明 シ能 ハザル場合之 レ

ナ リ。余ハ数例 ノ血清 二就 づテ牛心酒精 「エキ

ス」濃縮物 テ吸著元 トシテ徽毒抗農 テ吸著 スル

方法テ探 リテ、ユ氏反慮陰性 トナル迄吸著装作

テ施 シタル血清二就キテ更二實験 テ繰返 シ、克

ク其 ノ目的 テ達 シ得ベキテ認 メタリ.

第四章 総括拉ビニ考按

鴻 上氏 等 ノ新抗 原Squalo-Tuberculin二 依 ル

結核 補 盟 結 合反 慮 テ645例 ノ 血 清 蚊 ピー27例

ノ滲 出液 二就 イテ 施 行 セル 實 験 成 績 下 記 ノ如

シ。

1)線 検 査 血 清645例 中 張 陽 性 反慮 ハ118例 、

中等 度 陽性 反 癒89例 、 弱 陽 性 反 癒89例 、疑 問

反慮95例 、 陰 性 反 慮254例 ニ シテ、張 陽性 反慮

ノ全部 、 中等 度 陽 性 反 癒 ノ98.9%、 弱 陽性 反 磨

ノ83・1%、 疑 問 反磨 ノ76.9%ハ 結 核 血 清 乃 至

徽 毒血 清 テ以 テ 占 メ、 爾 是 等 血 清 ニ シ テ陰 性 反

鷹 二了 リタル モ ノハ 線 陰 性例 ノ39.4%二 相 當

セ リ^

2}實 験 ト同 時 轟 赤 血球 沈 降速 度 テ 測 定 セル

486例 二就 イテ疾病 テ度外覗 シテ本反慮 ト赤血

球沈降速度 トノ關係 テ見ルニー般 二赤血球沈降

速度値高位 ナルニ從 ツテ本反癒 ノ陽性卒拉 ビニ

陽性強度亦上昇 スル傾向テ認 ムルモ赤血球沈降

速度二影響スル種々ノ要約 ノ爲メニ互 ヒニ拉行

的ニハ壽筐ムモノナラズ。

3)翻 ツテ疾病 テ基礎 トシテ ノ統計的観察 二依

レバ開放性肺結核症患者血清109例 二就 イテハ

89・0%二 陽性反慮 テ呈 シ其 ノ中57例 ハ強陽性

反慮テ認 メ、結核性肋膜炎拉 ビニ腹膜炎患者血

清58例 二就 イテハ62.1%、 爾他初期結核症患

者血清202例 二就 イテハ68.8%ノ 夫々陽性卒

テ牧 メタレドモ之テ陽性強度ヨ リ見ル トキハ開
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放性肺結核症患者血清 ノソレニ比スレバ遙カニ

微弱 タリ。省更 二進 ンデ開放性肺結核症例 テ病

型別 二分類 シテ見タルニ滲出型46例 ノ100%、

混合型33例 ノ81.8%、 」曾殖型24例 ノ87.5%、

硬化型6例 ノ50.0%二 夫々陽性反磨 テ呈 シタ

ルモ陽性強度 二就 イテ見 レバ滲出型最モ強度ニ

シテ以下漸次減弱 ノ傾向 テ認 〆タリ。

4)非 結核性呼吸器疾患19例 一就 イテハ氣管

枝喘息3例 中 ノ1例 二弱陽性反慮 テ、急性氣管

枝炎7例 中 ノ2例 二疑問反慮 テ認 メタル以外ハ

悉 ク陰性反慮 テ呈 シ、就中肺壌疽4例 ハ共二著

明ナル肺臓病竈 ノ存在二係 ラズ総ベテ陰性反慮

二了 リタリ。是 レ帥チ本反慮ガ肺臓組織 ノ崩壌

二因スル非特異性反雁二非ザルコトテ立詮 スル

ニ足 ラン。

5)臨 躰上結核 テ否定 シ且ヱ氏反磨陰性ナル患

者血清192例 二就 イテハ其 ノ中19.8%二 陽性

反磨iテ認 メタリト錐 モ其 ノ陽性弓星度ハ微弱ニ シ

テ、都市在佳成人 ノ大多敷ハ結核菌 ノ洗禮 テ受

ク ト考ヘラル ・現在二於テ コノ結果 テ以テ直 チ

ニ非特異性反慮ナリト断定 スルハ早計 二過 グル

モノナルベシ。

6)結 核性肋膜炎或ハ腹膜炎患者 ヨリ探取 セル

滲 出 液27例 二就 イテ ハ其 ノ40・7%二 陽 性 反慮

テ呈 スル テ見 タ リ.

7)ユ 氏 反 磨 強 陽性 ナ ル 徽 毒 患 者 血 清84例 二

就 イテ ノ實 験 成 績 ハ96.4%ノ 陽性 卒 テ暴 ゲ、印

チ開 放 性 肺 結 核 症 患 者 血 清 二於 ケ ル ソ レテ モ凌

駕 セ リ。 原 案 者 タル鴻 上 氏等 モ既 二本 反 慮 ハ徽

毒 血 清 二封 シテ100%陽 性 成 績 ラ呈 ス ベ シ ト報

ジ、 爾 今 二於 テ又 將 來 モ徽 毒 血 清 二反 慮 セザ ル

優 秀 ナ ル結 核 性 「ア ン チゲ ン」ラ望 ミ得 ベ カ ラズ

ト述 べ、 微 毒血 清 二高 率 二 且強 度 二反 慮 スル結

核 性 「ア ン チゲ ン」コ ソ優 秀 ナ ル モ ノナ リ ト断 言

セ ラ レタ リ.而 シテ其 ノ正 否 ハ 兎 モ角 、 ユ 氏抗

罷 二封 シテ氏等 ノ「ア ンチ ゲ ンμ・實 二鋭 敏 二反

慮 スル事 實 テ認 メ タ リ。

8)而 シテ斯 クモ ヨ ク徽 毒 血 清 二封 シテ氏等 ノ

所 謂 類 属 的交 錯 反 慮 テ呈 スル以 上 、 理 論 的 ニハ

絶 封 的 二吸=著試 験 ニ ヨル反 慮 ノ再 考 査 テ要 スル

理 ナ ル モ實 際 臨躰 的 ニ ハ其 ノ必 要 二迫 ラル ・揚

合 ハ甚 ダ稀 ナ リ.吸 著 試 験 二就 イ テハ余 ハ牛心

酒 精 「エ キ ス」ノ濃縮 物 テ吸 著 元 トスル方 法 テ探

リテ實 験 テ試 ミ、 細 心 ノ注 意 テ以 テ ス レバ克 ク

ソ ノ目的 テ達 シ得 ベ キ テ認 メ タ リ。
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